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二

法
人
税
法
施
行
規
則
第
六
十
二
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
の
表
第
五
十
三
条
（
青
色
申
告
法
人

の
決
算
）
の
項
中
「
外
国
法
人
」
と
あ
る
の
は
、「
外
国
法
人
（
租
税
特
別
措
置
法
第
六
十
七
条
の
十
六
第
一
項

（
外
国
組
合
員
に
対
す
る
課
税
の
特
例
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
法
人
を
除
く
。）」
と
す
る
。

三

法
人
税
法
施
行
規
則
第
六
十
六
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
取
引
（
恒
久
的
施
設
を

有
す
る
外
国
法
人
に
あ
つ
て
は
、
法
第
百
三
十
八
条
第
一
項
第
一
号
（
国
内
源
泉
所
得
）
に
規
定
す
る
内
部
取

引
に
該
当
す
る
も
の
を
含
む
。）」
と
あ
る
の
は
、「
取
引
」
と
す
る
。

第
二
十
二
条
の
十
九
の
三
第
一
項
第
三
号
イ
中
「
第
四
十
一
条
の
二
十
一
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
四
十
一
条
の

二
十
一
第
四
項
第
二
号
」
に
、「
同
条
第
三
項
」
を
「
同
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
第
四
十
一
条
の
二
十
一

第
三
項
」
を
「
第
四
十
一
条
の
二
十
一
第
五
項
」
に
、「
第
六
十
七
条
の
十
六
第
二
項
」
を
「
第
六
十
七
条
の
十
六
第

四
項
」
に
、「
第
四
十
一
条
の
二
十
一
第
七
項
」
を
「
第
四
十
一
条
の
二
十
一
第
九
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
の
十
九
の
四
第
一
項
第
二
号
ロ
中
「
第
二
十
二
条
の
十
第
一
項
第
二
号
ロ
」
を
「
第
二
十
二
条
の
十

第
二
項
第
二
号
ロ
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
の
二
十
の
二
第
六
項
及
び
第
七
項
並
び
に
第
二
十
二
条
の
二
十
の
三
第
五
項
及
び
第
六
項
を
削
る
。

第
二
十
二
条
の
二
十
四
及
び
第
二
十
二
条
の
二
十
五
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
の
二
十
四
及
び
第
二
十
二
条
の
二
十
五

削
除

第
二
十
二
条
の
二
十
七
第
一
項
中
「
及
び
第
二
項
」
を
削
り
、「
同
条
第
一
項
」
を
「
同
項
」
に
改
め
、「
又
は
」
の

下
に
「
そ
の
」
を
、「
い
う
」
の
下
に
「
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
、「
同
条
第
五
項
」
を
「
同
令
第
十
条
に

規
定
す
る
事
業
に
係
る
も
の
に
限
る
も
の
と
し
、
同
令
第
三
条
第
五
項
」
に
改
め
、「
も
の
」
の
下
に
「
と
す
る
。」を

加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

法
第
六
十
八
条
の
十
四
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
施

行
規
則
第
三
条
第
四
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
国
家
戦
略
特
別
区
域

担
当
大
臣
の
確
認
と
す
る
。

第
二
十
二
条
の
二
十
八
中
「
又
は
」
を
「
又
は
そ
の
」
に
、「
第
十
五
条
第
一
項
第
二
号
」
を「
第
十
五
条
第
二
号
」

に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
の
二
十
九
の
見
出
し
中
「
特
定
の
地
域
」
を
「
地
方
活
力
向
上
地
域
等
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を

削
り
、
同
条
第
一
項
中
「
第
三
十
九
条
の
四
十
五
の
二
第
一
項
」
を
「
第
三
十
九
条
の
四
十
五
の
二
第
三
項
（
同
条

第
十
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
に
、「
か
ら
第
三
項
ま
で
」
を
「
又
は
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を

同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

施
行
令
第
三
十
九
条
の
四
十
五
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
同
項
に
規
定
す
る
適

用
年
度
前
の
各
連
結
事
業
年
度
の
う
ち
法
第
六
十
八
条
の
十
五
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
計
画
の
認
定
（
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
「
計
画
の
認
定
」
と
い
う
。）を
受
け
た
日
以
後
に
終
了
す
る
各
連
結
事
業
年
度
に
係
る
次
項
及
び

第
四
項
又
は
次
項
及
び
第
五
項
に
規
定
す
る
書
類
の
写
し
（
当
該
適
用
年
度
前
の
同
日
以
後
に
終
了
す
る
連
結
事

業
年
度
に
該
当
し
な
い
事
業
年
度
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
業
年
度
に
係
る
第
二
十
条
の
七
第
二
項
及
び
第
四
項
又

は
同
条
第
二
項
及
び
第
五
項
に
規
定
す
る
書
類
の
写
し
）
と
す
る
。

第
二
十
二
条
の
二
十
九
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

施
行
令
第
三
十
九
条
の
四
十
五
の
二
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
法

第
六
十
八
条
の
十
五
の
二
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
連
結
親
法
人
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄

す
る
都
道
府
県
労
働
局
又
は
公
共
職
業
安
定
所
の
長
が
当
該
連
結
親
法
人
に
対
し
て
交
付
す
る
雇
用
対
策
法
施
行

規
則
附
則
第
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
雇
用
促
進
計
画
の
達
成
状
況
を
確
認
し
た
旨
を
記
載
し
た
書
類
（
法
第
六

十
八
条
の
十
五
の
二
第
一
項
第
二
号
ロ

に
規
定
す
る
地
方
活
力
向
上
地
域
等
特
定
業
務
施
設
整
備
計
画
に
つ

い
て
計
画
の
認
定
を
受
け
た
当
該
適
用
に
係
る
連
結
法
人
の
雇
用
促
進
計
画
の
達
成
状
況
の
う
ち
当
該
計
画
の
認

定
に
係
る
特
定
業
務
施
設
（
同
条
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
業
務
施
設
を
い
う
。
次
項
及
び
第
五
項
に
お

い
て
同
じ
。）に
係
る
も
の
が
確
認
で
き
る
も
の
に
限
る
。）の
写
し
と
す
る
。

第
二
十
二
条
の
二
十
九
第
四
項
中
「
第
三
十
九
条
の
四
十
五
の
二
第
九
項
」
の
下
に
「
か
ら
第
十
一
項
ま
で
」
を

加
え
、「
第
六
十
八
条
の
十
五
の
二
第
二
項
」
を
「
第
六
十
八
条
の
十
五
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、「
法
第
六
十
八
条
の

十
五
の
二
第
五
項
第
一
号
に
規
定
す
る
地
方
活
力
向
上
地
域
特
定
業
務
施
設
整
備
計
画
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る

計
画
の
認
定
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
計
画
の
認
定
」
と
い
う
。）を
受
け
た
」
を
削
り
、「
う
ち
当
該
」

の
下
に
「
連
結
法
人
が
受
け
た
」
を
加
え
、
同
条
第
五
項
中
「
第
三
十
九
条
の
四
十
五
の
二
第
十
項
」
を
「
第
三
十

九
条
の
四
十
五
の
二
第
十
二
項
」
に
、「
第
六
十
八
条
の
十
五
の
二
第
三
項
」
を「
第
六
十
八
条
の
十
五
の
二
第
二
項
」

に
、「
第
六
十
八
条
の
十
五
の
二
第
五
項
第
十
二
号
」
を
「
第
六
十
八
条
の
十
五
の
二
第
四
項
第
十
四
号
」
に
、「
地
方

活
力
向
上
地
域
特
定
業
務
施
設
整
備
計
画
」
を
「
地
方
活
力
向
上
地
域
等
特
定
業
務
施
設
整
備
計
画
」
に
改
め
、
同

条
第
六
項
中
「
か
ら
第
三
項
ま
で
」
を
「
又
は
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
第
三
十
九
条
の
四
十
五
の
二

第
二
十
二
項
」
を
「
第
三
十
九
条
の
四
十
五
の
二
第
二
十
四
項
」
に
、「
地
方
活
力
向
上
地
域
特
定
業
務
施
設
整
備
計

画
」
を
「
地
方
活
力
向
上
地
域
等
特
定
業
務
施
設
整
備
計
画
」
に
、「
地
域
再
生
法
第
十
七
条
の
二
第
三
項
の
認
定
」

を
「
計
画
の
認
定
」
に
、「
係
る
第
一
項
」
を
「
係
る
第
二
項
」
に
、「
又
は
第
一
項
」
を
「
又
は
第
二
項
」
に
、「
第
二

十
条
の
七
第
一
項
」
を
「
第
二
十
条
の
七
第
二
項
」
に
、「
同
条
第
一
項
」
を
「
同
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
の
三
十
四
の
見
出
し
を「（
給
与
等
の
引
上
げ
及
び
設
備
投
資
を
行
つ
た
場
合
等
の
法
人
税
額
の
特
別

控
除
）」に
改
め
、
同
条
中
「
第
三
十
九
条
の
四
十
七
第
十
四
項
」
を
「
第
三
十
九
条
の
四
十
七
第
十
三
項
」に
改
め
、

同
条
第
二
号
中
「
第
三
十
九
条
の
四
十
七
第
五
項
」
を
「
第
三
十
九
条
の
四
十
七
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
を
同
条

第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

法
第
六
十
八
条
の
十
五
の
六
第
二
項
第
二
号
ロ
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
証
明
が
さ
れ

た
も
の
は
、
同
項
に
規
定
す
る
中
小
連
結
親
法
人
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
中
小
連
結
親
法
人
」
と
い
う
。）が

受
け
た
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
第
十
三
条
第
一
項
の
認
定
（
同
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
認

定
を
含
む
。）に
係
る
経
営
力
向
上
計
画
（
同
法
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
経
営
力
向
上
計
画
を
い
う
。
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
写
し
及
び
当
該
経
営
力
向
上
計
画
に
係
る
認
定
書
の
写
し
並
び
に
当
該
経
営
力
向
上

計
画
（
同
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
認
定
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
。
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
従
つ
て
行
わ
れ
る
同
法
第
二
条
第
十
項
に
規
定
す
る
経
営
力
向
上
に
係
る
事
業
の
実
施

状
況
に
つ
き
経
済
産
業
大
臣
に
報
告
し
た
内
容
が
確
認
で
き
る
書
類
（
当
該
経
営
力
向
上
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
当

該
経
営
力
向
上
計
画
に
記
載
さ
れ
た
指
標
（
経
済
産
業
大
臣
が
認
め
る
も
の
に
限
る
。）の
値
に
よ
り
確
認
で
き
る

も
の
に
限
る
。）を
連
結
確
定
申
告
書
等
に
添
付
す
る
こ
と
に
よ
り
証
明
が
さ
れ
た
当
該
中
小
連
結
親
法
人
と
す

る
。

第
二
十
二
条
の
三
十
四
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。

３

施
行
令
第
三
十
九
条
の
四
十
七
第
十
八
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
費
用
は
、
同
号
に
規
定

す
る
教
育
訓
練
等
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
教
育
訓
練
等
」
と
い
う
。）の
た
め
に
同
号
イ
に
規
定
す
る
講
師
又

は
指
導
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
講
師
等
」
と
い
う
。）に
対
し
て
支
払
う
報
酬
、
料
金
、
謝
金
そ
の
他
こ
れ

ら
に
類
す
る
も
の
及
び
講
師
等
の
旅
費
（
教
育
訓
練
等
を
行
う
た
め
に
要
す
る
も
の
に
限
る
。）の
う
ち
当
該
連
結

親
法
人
又
は
そ
の
連
結
子
法
人
が
負
担
す
る
も
の
並
び
に
教
育
訓
練
等
に
関
す
る
計
画
又
は
内
容
の
作
成
に
つ
い

て
当
該
教
育
訓
練
等
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者（
当
該
連
結
親
法
人
又
は
そ
の
連
結
子
法
人
の
役
員（
法

第
六
十
八
条
の
十
五
の
六
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
役
員
を
い
う
。）又
は
使
用
人
で
あ
る
者
を
除
く
。）に
委
託

し
て
い
る
場
合
の
当
該
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
に
対
し
て
支
払
う
委
託
費
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
と
す

る
。

４

施
行
令
第
三
十
九
条
の
四
十
七
第
十
八
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
費
用
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ

（
文
字
、
図
形
、
色
彩
、
音
声
、
動
作
若
し
く
は
映
像
又
は
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
同
じ
。）の
使
用
料
（
コ
ン
テ
ン
ツ
の
取
得
に
要
す
る
費
用
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）と
す
る
。

５

施
行
令
第
三
十
九
条
の
四
十
七
第
十
八
項
第
三
号
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
費
用
は
、
授
業
料
、
受
講

料
、
受
験
手
数
料
そ
の
他
の
同
号
の
他
の
者
が
行
う
教
育
訓
練
等
に
対
す
る
対
価
と
し
て
支
払
う
も
の
と
す
る
。

６

施
行
令
第
三
十
九
条
の
四
十
七
第
十
九
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
法
第
六
十
八
条
の
十
五

の
六
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
連
結
事
業
年
度
の
連
結
所
得
の
金
額
の
計
算
上
損

金
の
額
に
算
入
さ
れ
る
同
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
教
育
訓
練
費
の
額
及
び
当
該
連
結
事
業
年
度
に
お
け
る

同
条
第
三
項
第
十
号
に
規
定
す
る
比
較
教
育
訓
練
費
の
額
又
は
同
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
中
小
連
結
法
人
比
較

教
育
訓
練
費
の
額
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
と
す
る
。

一

施
行
令
第
三
十
九
条
の
四
十
七
第
十
八
項
各
号
に
定
め
る
費
用
に
係
る
教
育
訓
練
等
の
実
施
時
期

二

当
該
教
育
訓
練
等
の
内
容


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